
 
春はもうすぐ！ 
早いもので５年生の締めくくりの月を迎えました。５年生の授業日数は残すところわずかです。保護者の皆

様には、この一年間、色々とご支援、ご協力をいただきありがとうございました。また、ＰＴＡ役員を務めて

いただいた皆様、本当にありがとうございました。 

  ３月は、進級に向けて準備する大切な時期でもあります。この中で学習のまとめはもちろんのこと、最高学年

に向けて、下級生の手本となる行動ができるように、意識を高めていきたいと思います。担任一同、子どもた

ちの努力しているところを認めながら、伸びていくよう声をかけていきます。健康面も留意し一日を有意義に

過ごせるよう保護者の皆様、今後とも温かいご支援をよろしくお願いします。 

☆卒業式、門出の式について 

今年度も５年生は「門出の式」と「卒業式」に参加します。今年度の門出の式は、卒業式の前日に実施します。 

当日は、寒くない服装で式に参加をするようお願いします。なお、フード付きのトレーナーやウインドブレー

カーなどのようにシャカシャカ音のする素材の服は避けてください。 

 

☆準備登校（新学期手伝い）について 

  春休み中、新６年生児童に新年度の準備を分担して行ってもらう予定です。都合がつかない場合は、３月１６

日（月）までに担任にお知らせください。体調不良等により急に来られなくなった際には、必ず朝８時１５分まで

に学校へ欠席連絡 Forms でのご連絡をお願いします。その際、旧学年・旧クラス(５年生のときのもの)を選択す

るようお願いします。 

 

 

 
 

 

☆令和８年度 第１学期始業式について 

 

 

 

 

 

 

国語 ノンフィクションを読み、 

筆者についての考えを交流しよう 

ひろがる言葉 これまで これから 

総合 
 

わたしたちのバリアフリー  

図工 
 

うごいてクレイアニメーション 

社会 環境をともに守る 家庭 いっしょに「ほっとタイム」 

算数 立体をくわしく調べよう  

５年の復習  

体育 持久走、体ほぐし運動、巧みな動きを高める運動 

（短なわ） 保健 

理科 ふりこのきまり  

１年間を振り返ろう！

道徳 思いやりの心を大切に 

相手を許す心をもつ 

音楽 わたしたちの表現 Ｇ・Ｓ Let’s Travel Together

令和８年２月２７日 

さいたま市立大成小学校 

５年学年便り 

３月の生活目標    

 学校をきれいにしよう 

 

日時：４月８日（水） 短縮３時間（１１：３５頃下校）  ※登校後、新クラス名簿を確認して新学年の教室へ 

持ち物：雑巾２枚（１枚記名）、ビニール袋（靴入れ）、筆記用具、防災頭巾、上履き 

洗濯バサミ３個（ひも付き）、名札（中身は新しいもの）、ホイッスル、紅白帽 

（名簿の掲示場所については春休み中に安心メールにてお知らせします） 

日時：４月６日（月）９：００～１１：００頃  登校の方法：各自で登校  集合場所：体育館 

持ち物：雑巾１枚、上履き、ホイッスル、紅白帽、名札（５年のもの）、ビニール袋（靴入れ） 

※上記の持ち物を手さげに入れて登校してください。 

※げた箱は使用せず、ビニール袋に靴を入れて体育館に行きましょう。 

 

日時：３月２４日（火） ８：０５～１１：２０    登校の方法：いつも通りの登校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆2月の様子☆ 
〇お別れ球技会 

 ２月４日（水）から、６年生とクラス対抗でお別れ球技会を行いました。あこがれの６年生に

近づけるよう、業間や昼休みなどにバスケットボールの練習を重ねました。結果は６年生の格を

見せつけられましたが、胸を張ってお互い良いプレーをすることができました。 

   

 

〇授業参観・懇談会 

 ２月１３日（金）に体育館で授業参観を行いました。高齢者体験や白杖体験、盲導犬やデフリ

ンピックの講演会を通して深めた考えをもとに、自分なりのテーマを設定して発表をしました。 

まとめた内容を、自らの意見を交えて精一杯伝えようとする姿が数多く見られました。お越しく

ださった保護者のみなさま、ありがとうございました。 

   

 

〇校外学習 

 ２月２０日（金）に校外学習を実施し、さいたま市の造幣局と川口市のスキップシティ映像ミュ

ージアムへ行きました。子どもたちは硬貨の製造現場の見学やニュースの収録体験など、さまざ

まな活動を行いました。これまでの社会科で学んだ、工業生産や情報がわたしたちの暮らしに欠

かせないものであることを改めて認識しました。 

   


